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蝠 今日の講義で学ぶ由容 笏

・クラスとは

・クラスの宣言と利用

・クラスの応用

クラスとは

li trII:II:I   クラス   il⊃ JIil■TD

異なる複数の型の変数を内部にもつ型です

直観的に表現すると、

int型や double型 は

■つの値を管理できます

int型の変数

配列型は、

動 昴 類・て動 薮 )

1

クラスは変数の他に、

メソッドは c言語での関数
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クラスの宣言 クラスのフィープi「:曽II々とです)」」」」1(野襲の墓』」』:
を宣言して、新しい型として利用できるようにします

フィールドとがジ軍がはクラスのメンノヽといいます

クラスの宣言はキーワードclassを指定して次のように行います

classクラス名 ラスのメンノ

クラスのメンノヽは以下のように宣言します

class巨ラスIBI

ソッドの本

9ク ラスのメンバはフィール ドとメソッド以外のものを持つこともできます

ここでは基本的なフィール ドとメソッドをおさえておきましょう

し メソッドについては」a∨ aプログラミングⅡで言羊しく説明します

… 2/■0 ¨



ナンノヽ一とガソリン量をフィールドにもつクラスCarは本のように宣言することができます

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample12_1.java

クラスの利用

クラス型変数の宣言 う オブジェクトの生成 → フィールドの参照
⌒ ´ 、´∨ヘジ´、′ ‐         /^Vへ ∨ハ ン

´、́´V´                  ′、⌒ンヘン

ウ クラスの利用手順を配列の利用手順と次のように

対応させると分かりやすいでしょう

骨

付

骨

クラス型変数 配列変数

オブジェクトの生成 配列要素の確保

フィールドの参照 配列要素の参照

クラス型変数の宣言 クラス型変数とはオブジェク トを扱う (代入する)変数です

クラス名)と識別子を指定して次のように行しヽます

ｇ

一

一　

　

一

師

壁
百、し

い
rCarラ

∝シ

i(a:W16

■nt number」
~、

double gas」

}
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carl」 //クラス Car型の変数 carlを宣言

1識局J割 =new

たとえば、

Sample■2_1.javaで宣言したクラス Car型の変数 (クラス型変数)を宣言するには、

するための領域です

もB平 ばれます

二翌__J

クラス型変数

ス名を指定して次のように行います 称d3

曰
卍

眩⊃
珀ew演算子は指定されたクラスのオブジェク トをコンピュータのメモリ上に作ります

,ダ
じr、 翌

列蘇 配 側 ま角剛 者
f〔

与
%れ

′プ̂ヽ /｀/

たとえば、クラスCar型のオブジエクトを生成するには、

Car car15

carl=new Car()」   //ク ラス Car型のオブジェクトを生成

オブジェクトの中のフイールドを参照 (指定)して値を代入します
'  ＼

各フィールドの参照はクラス型変数の識別子とフィールド名を用いて次のようにします

9識 Bj子とフィール ド名

Y、が
ノ
1ダ

フィール ドヘの値の代入は、各フィール ドを参照して次のように行います

臓別J.フィールド名司□j
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たとえば、

クラス Car型のオブジェクトcarlのフィールドnumberと gasに値を代入するには、

carl.number = 9129j

carl.gas=30.05

Dフ ィールドはオブジェクトが生成されたときに予め以下のデフォルト値が代入されます

(型)          (デ フォル ト値)

boolean                false

char                   o ('¥u0000')
byte、  short、  int、  long  0
float、  double、           o.o

配列変数、クラス型変数  null
※nullについては」a∨ aプログラミングⅡで説明します

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample12_2.java

//車クラスの宣言とその利用

//クラス Carの宣言

class Car

}
ヽ

class Sample12_

{

public static

{

緋
Car15

carl = new

int number」    // すンバー

double gasJ  //ガソリン量

void main(String[]ar

//ク ラス (

Car()J  //ク ラス 1

＼

ス

を

せ

ラ

ド

さ

ク

ツ
致

む

ソ

一

〈呂

メ

と

を

０

名

ド

ｉｎ

ル

カ
ｍヽａ
万

メ

め

フ

０

た

を

り
       q、 気ゝ

ar型の変数

ar型のオブジ

//上記を lo」 時に行つこともできる

// Car carl = new Car()3

//各フ ィール ドに値を代入

carl.number = 91295

carl.gas = 30.05

//各フ ィール ドの値を出力

System.outoprintln("車 のすンバーは "

System.outoprintln("ガソリン量は"+

づ雅

⑫雌_Qγリ

+car■ .number+‖です。
‖
)j

carl.gas+‖ Cす。・ )」
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実行画面

車のすンバーは 9129です。

ガソリン量は 30.0です。

参照型変数には、配列変数とクラス型変数があります

例題 Sample■2_2            はヽ図的に次のように理解できます

Car car■ 3//クラス Car型の変数

∬
ツ低)天災

店じ
2;〃 クラス Car型のオブジェクトを生成
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:?クラスの配列を作つてみましょう

クラス型は int型や double型 と同じで型の■つです
int型の配列や double型の配列と同様に、クラス型の配列を作成することができます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_3.java
く、メ Ъθ・D

、ラら7
Gγ2 じハー

hcレし  ,4tD〕

//車クラスの配列

//クラス Carの宣言
class Car

バンヽ/

■nt numberj

double gass

}

class sample■ 2_

{

0)

(

チチ誌3じ5量  ②F孝 、々 配 卜理は

の無|口の農ぱ
ガ

public static void main(String[]args)

{

(1)CPr[]carS,      //クラスCar型の配列型の変数 (配列変数)

。)CarS=new Car[:]′   〃 クラスcar型の変数 (配列要素)を 2つ分  (
´

             _

むノ(:詳:|:|[1:‖ ::「 1寺: チチ黒冠こ3葛ヂ11ア墨χ芽33237着 Tっ生成
//各フ ィール ドに値 を代入

c‐ars[0].number = 9■ 29j

CarS[0].gaS = 30.05

CarS[1].number = 12343

CarS[1].gaS = 15.53

//各フィールドの値を出力之f/
fOr(int i=o3iく carsolengthj i++)

{

System.out.println(i+‖番目の車情報 :‖ )J

System.out.println(‖ 車のすンバーは
‖+cars[i].number+‖ です。")3

System.outoprintln(‖ ガソリン量は"+cars[i].gas+‖ です。・ )」

}
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実行画面

0番目の車l情報 :

車のすンバーは 9129です。

ガソリン量は 30.0です。

■番目の車情報 :

車のすンバーは ■234です。

ガソリン量は 15。 5です。

例題 Sample12_3の 変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

【int型の配列の場合】

int[]ary3//int型 の配列型の変数

ary=new int[2];//int型 の配列要素を 2つ確保

【クラス型の配列の場合】

Car[]Cars;//クラス Car型の配列型の変数

cars=new Car[213//クラス Car型の配列要素を 2つ確保

//クラス Car型のオブジエクトを生成

CarS[■ ] = neW Car()3

//クラスCar型のオブジエクトを生成

CarS[0]= neW Car()3

CarS[■ ]・ gas

で参照 します

CarS[0]・ number

で参照します
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黒クラスのメンノヽにクラス型変数を宣言してみましょう

クラス型は int型や double型 と同じで型の 1つです

int型や double型の変数をメンバにできるようにクラス型の変数をメンバにできます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_4.java へ、
人

 3θ θ

//車クラスを別のクラスのメンノヾにする

//クラス Carの宣言
class Car

{

int number」    // すンバー

double gas3  //ガソリン量

}

//クラス Carをメンバに持つクラス Ownerの宣言

class Owner

{

Str■ ng name5

int agei

}庁
力myCar3//ク ラスCar型の変数をメンバにもつ 。wポ● θwnc゛

class Sample12_

{

public static void main(String[]args)

{

Owner owner■ 3       //ク ラス Owner型 の変数

ownerl=new Owner()5  //ク ラス Owner型のオブジェクトを生成

ownerl.name = ‖
]ava‖ J

ownerl.age = 2■ 5

ownerl.mycar=new Car()3//ク ラ ス Car型の オ ブ ジ ェク トを生 成

ownerl.mycar.number = 91295

ownerl.mycar.gas = 30.03

//各フィール ドの値を出力

system.out.println(・ 所有者 =:)j

System.out.println(::そ ろ  青古:‖ +ownerl.name)J

System.out.println(・ 年 齢 :"+… )5

System.out.println("E巨 ::)」

System.outoprintln(‖ 車すンバー:"+ownerl.mycaronumbeD 3

System.outoprintin("ガソリン量:"+ownerl.mycarogas)」

ゔ,' ハ

■
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実行画面

所有者

名 前 :]ava

生F  歯令:21

車

車ナンバー :9■29

ガソリン量 :30.0

例題 Sample■ 2_4の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

Owner owner■ 3 //ク ラス Owner型の変数

owner■ =new Ownero3 //ク ラスOwner型 のオブジェクトを生成

//クラス Car型のオブジェクトを生成

owner■ .mycar = new Car()3

今日の講義のまとめ

・クラスを用いることにより、異なる複数の型の変数を一括して管理できます。

・ クラスがもつフィールド (変数)やメソッドをクラスのメンバといいます。

・指定されたメンバをもつ新しいクラス (クラス型)の準備はクラスの宣言により行います。

・クラスを利用するときは、クラス型の変数を宣言し、オブジェクトを確保します。オブジ

ェクトはクラスのメンバを格納するためのメモリ領域です。メンバヘのアクセスは、ピリオ

ドを用いて行います。

・ クラス型の変数は参照型の変数です。

・ クラス型の変数は int型や double型 と同じように配列を構成できます。

郷
ａｍｅ
ｎ

回

事
ownerl.mycar.gas

で参照 します

owner■ .name

で参照します
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